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新しい時代の発達評価

橋本　圭司
昭和大学医学部　リハビリテーション医学講座

　近年，医学や心理学領域の研究の進歩により，神経発
達症の概念が明確化されるとともに発達や神経発達症
に関連するアセスメントツール（検査・尺度）が世界的に
多数開発されてきました．日本で利用可能なツールの数
も，この15年の間に急速に増えました．日本国内でよく用
いられる乳幼児発達検査として，遠城寺式乳幼児分析的
発達検査（1960年発表・1977年改訂）や津守・稲毛式
乳幼児精神発達診断法（1961年刊行・1995年増補），新
版K式発達検査（1951年開発・2001，2020年改訂）など
が有名です．しかし，いずれの発達検査も訓練を受けた
専門家による対面評価が必要とされ，これらを実施する
ことができる医師，心理職，言語聴覚士，作業療法士，
理学療法士などのスタッフがいる施設は限られています．
　このような状況に加え，2020年に始まったコロナ禍以
降，ASQ-3のようないつでもどこでも両親や養育者によ
っても記入可能なスクリーニングおよびモニタリングツー
ルのニーズがますます高まっているように感じます．米国
では，地域の療育プログラムや福祉サービス，教育・保
育施設，病院や診療所などで幅広くASQ-3が用いられて
います．わが国においては，母子保健法に基づいて行わ
れる乳幼児健康診査が重要な役割を果たしていますが，
その際に使用できる有用なスクリーニングやモニタリン
グ補助ツール，保育園や幼稚園での定期面談時の参考
資料，病院における小児科入院時評価，診療所における
定期発達チェック，児童相談所における相談対応の基礎
資料などとしてASQ-3の活用が期待されます．日本語版
ASQ-3（J-ASQ-3）は，環境省の実施する「子どもの健
康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」のパイロッ
ト調査（エコチル調査パイロット調査）に参加いただい
た約400人のお子さんのデータより，0～5歳の10種類の
J-ASQ-3質問紙の結果をまとめ，日本における基準値を
設定しました．本シンポジウムでは，J-ASQ-3とスマホや
ICTを用いた新しい時代の発達評価法を紹介致します．
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エコチル調査の成長領域の成果
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2北海道大学病院　小児科

　「子どもは成長する」、これは子どもと大人の大きな違
いである。成長とは、時間の経過とともに体の大きさや
機能などが変化し、成熟した状態に至るまでの過程を指
す。人の成長においては、胎児期、乳幼児期、学童期、青
年期など様々な段階があり、遺伝子、栄養、環境などの
影響を受ける。「成人期における生活習慣病などの病気
の起源は、胎児期や出生後の生活環境にある」という考
えに基づき、胎児期はとくに重要な時期であることが知
られる。日本は、やせ妊婦や低出生体重児の割合が高い
という現状は、母子保健をとりまく重要課題の１つであ
る。成長は、どのような時期のどのような要因が良いのか
悪いのか、改善できることはあるのか、胎児期から生涯
を通じた「ライフコース」という視点で、１歩ずつ研究を
進める必要がある。
　エコチル調査は、未来をひらく子どもたちが、より健や
かに成長できる環境や安心して子育てできる環境を作る
ことを目指している。約10万組の親子をリクルートした
「大規模」調査であること、胎児期から生後の情報を
「長期的」に収集を続けていることが特徴である。
　妊娠前の体重について、BMIで18.5未満をやせ、25以
上を肥満と定義されるが、BMIで18.5と25の差は大きい。
エコチル調査では、BMIをより細かく分類して検討し、
早産や出生体重のリスクを詳細に評価した。妊娠後の体
重増加については、2021年に改訂された妊婦の体重増
加指導の目安を満たすための妊娠中の軌跡曲線が作成
された。これは、子どもの成長曲線のように、妊娠中の体
重管理を行うのに役立つ資料となることが期待されてい
る。出生後の成長については、ビタミンDの栄養との関連
などについて報告されている。さらに保健指導分野でも、
妊婦健診受診状況と低出生体重児割合との関係や、妊
婦健診受診状況に影響を与える要因について検討し報
告されている。現在までにエコチル調査で得られた、成
長に関わる成果についていくつか紹介する。
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大規模疫学データを活用した
大学院博士課程研究指導教育について
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　近年、日本の将来の研究力を維持するために、若手研
究者とその将来を担う大学院生への教育が重要視され
ている。発表者は子どもの健康と環境に関する全国調査
（以下、エコチル）研究に従事する大学教員である。北
海道を含む全国のエコチルユニットセンターおよび関連
の大学院では、約10万人のエコチル参加者から収集され、
データクリーニングが終了した固定データを解析した研
究が活発に行われており、これらの研究を通じて学位を
取得し、活躍している若手研究者も存在する。しかしな
がら、エコチル研究などの固定データから研究を始める
際には、通常の研究者自らが研究案を立案し倫理審査
を経て、自らの手で収集を行なったデータを解析・発表
するというスタンダードな流れとは異なる点がある。
　本セッションでは、上述のように大規模疫学研究の固
定データを基にした博士課程学位研究の指導で得られ
た知見を元に、大学院生の指導におけるエコチル研究の
役割、課題、発展性、そして指導者として必要な教育スキ
ルに焦点を当てた発表を行う予定である。このセッショ
ンを通して現在および将来の大規模疫学研究の固定デ
ータを扱う指導者や学習者とさらなる発展に向けた議論
を深めたい。
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身の回りに潜む化学物質と小児の
アレルギー：環境と子どもの北海道研究
（北海道スタディ）の知見から
アイツバマイゆふ
北海道大学　環境健康科学研究教育センター

　近年、多くの合成化学物質の製造・流通により、過去
には環境中に存在しなかった化学物質による健康影響
への懸念が高まっている。中でも日用品に含まれる化学
物質においては、我々は日々の生活を送る中で化学物質
に曝露（体内に取り入れること）していることが知られて
いる。例えば、プラスチック製品、床材・内装材、化粧品、
パーソナルケア製品（ボディソープやクリーム等）には可
塑剤や香料としてフタル酸エステル類が使用されている。
また、電化製品、ポリウレタンフォームには難燃剤として
リン酸トリエステル類が使用され、感熱紙、缶詰の内側、
ポリカーボネート製品にはビスフェノール類が使用されて
いる。撥水加工が施された製品、調理器具、食品容器に
は有機フッ素化合物等が含まれる。これらの化学物質
は製品と化学的に結合していないため、製品の劣化や加
熱等により徐々に揮発し室内中に滞留、あるいはハウス
ダストや微小粒子状物質（PM：particle matter）に吸着
して存在している。我々は、これらを呼吸や経皮、さらに
は製品の使用や食事を通して曝露している。
　このような化学物質曝露による健康影響のひとつに免
疫系や内分泌系の撹乱作用がある。免疫系のうち喘息や
アトピー性皮膚炎はなどアレルギー疾患は、子どもの生
活の質（QOL: Quality of Life）を低下させ、その後の成
長発達にも関わる疾患である。近代化に伴う合成化学物
質製造量の増加とアレルギー疾患有病率の増加は比例
しており、アレルギー疾患の原因の一つとして、過去には
存在しなかった合成化学物質の曝露による免疫機能の
撹乱が懸念されている。「環境と子どもの健康に関する
北海道研究（北海道スタディ）」は、出生前および生後の
化学物質曝露による子どもの健康影響を解明することを
目的として、2001年から10年間かけて全道の妊婦約２万
人をリクルートし、現在も出生児の生活状況や健康に関
する情報を追跡している出生コホート研究である。2024
年現在、出生児は12～22歳になり、出生児体格、先天性
疾患、成長・発育、精神神経発達、アレルギー・感染症
等の健康アウトカムの追跡と、胎児期および生後の化学
物質の曝露評価を継続して実施してきた。
　本シンポジウムでは、我々の日常生活といった身近な
環境に潜む化学物質と小児のアレルギー疾患との関連に
ついて、北海道スタディから得られた最新の知見につい
て述べる。
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